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※　出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞
・下平ＰＳＷが1/24（水）～1/25（木）の間、出張の為不在となります。
（不在の間の連絡先）

1/24(水)　佐々木(真)ＳＷ→北病棟・ＰＨＳ：２１３へ連絡

　　　1/25(木)　佐々木(真)ＳＷ、末政ＳＷ→各病棟・ＰＨＳ：２１３へ連絡

・現在、料理教室グループ1を実施していますが、全体の振り返りを行う為、2/14（水）に８回目として実施します。よって、２グループは以下の様に予定を変更します。

２/２８　　プログラム内容についての説明

３/７　　　１回目（おしるこ作り）

３/１４　　２回目（パンケーキ作り）

３/２１　　３回目（コーヒーゼリー作り　冷やし固める）

３/２８　　４回目（先週のコーヒーゼリーを試食し振り返り）

※2/10（土）までに各病棟にて２グループ参加患者様２～３名程、検討し選出する事になります。1/29（月）のカンファレンス内で検討する予定となっています。
・ノロウィルス感染症様の症状を呈する患者様が大変増えてきています。これ以上、感染を拡大させない為にも、今一度、感染対策の再確認をお願いします。

①一行為、一手洗い

②ノロウィルス感染症の疑われる患者様の吐物や下痢便を処理する時には、必ずディスポのマスクと手袋を着用し、汚物が乾燥する前に静かに拭き取り、次亜塩素酸ナトリウム（ハイター）で確実に消毒を行って下さい。
③ノロウィルスは非常に感染力が強い為、床・ドアノブ・リネン類・日用品等の環境からもウィルスが検出されます。空気中にウィルスが浮遊している場合も考えられるので、十分換気しながら消毒を行って下さい。

※腹痛・下痢・嘔吐等の症状がある職員も見受けられます。職員自身が感染媒体とならない様、体調管理（手洗い・うがい等）をしっかりと行って下さい。

・ノロウイルス感染疑いの患者様に伴い、居室変更を行っています。

　浅野　秀子様　　　３０３→３０５号室

　村上　幸子様　　　３０１→３０３号室

　法霊崎　恵子様　　３０１→３０５号室

　島浦　美千男様　　４０２→４０５号室

＜患者様連絡事項＞
・浅野　秀子様～1/23（火）準夜帯より発熱（38.0台）・嘔吐・下痢症状が診られています。今朝、体温37.5℃、脈拍90回/分、血圧106/68ｍｍｈｇで経過しています。朝食は勧めず嘔吐はありませんが下痢（少量）が続いています。主治医の指示にて隔絶対応とし、ソリタT3　500ml施行しています。明日以降、主治医へ状況報告し検討指示を得る事とし、また、採血、便ウィルス検査の指示があり、検査施行しています。
隔絶対応については、主治医より北病棟にて対応出来なければ、東病棟へ転棟を検討する様にとの指示あり、佐藤AOMと検討し、現在東病棟にて下痢・嘔吐症状のある患者様が発生していない事、閉鎖環境での感染拡大の防止の点から、北病棟にて対応する事とし病室の調整を行っています。

対応について、食事はディスポーザブルの食器を使用し、部屋入室時のガウンテクニック、マスク着用、手洗い励行、汚物処理時のハイター消毒を徹底して対応していきます。御家族へ上記の事を情報提供し、ワイドハイター・便座シートの購入を促しています。今後、症状の観察を行うとともに、イライラ感・焦燥感・精神症状の観察を行っていきましょう。
・大下　良悦様～本日、本人より「排便があり、緩めの便で嘔気が少しある。」と話されています。体温37.2℃、腹痛はないが今朝より嘔気・下痢があり、主治医へ情報提供し、指示にて隔絶対応としています。また、採血、便ウィルス検査の指示があり、検査施行しています。本人へ感染についての説明、ガウンテクニックの説明を行い、排泄の際は３階のトイレを使用する事を促しています。今後、今後、症状の観察を行うとともに、イライラ感・焦燥感・精神症状の観察を行っていきましょう。

〇今後のノルウイルス感染疑の対応について話し合い、検討しています。

（食事）　自室で摂取。ディスポーサブルの食器、割り箸を使用。使用後はレディースポリ袋に入れ、まとめて医療廃棄物へ。おぼんは本人専用とし、毎食後ハイター付けを行い、同じ物を使用する。

※準夜帯は夕食前にスタッフがお膳を取りに行く。

（布団）　本日、寝具交換を行っています。来週1/31（水）の深夜帯スタッフは寝具をハイター浸けを行う。

（衣類）　下着（汚染物）衣服はハイター浸けをしてから洗濯を行い、外に干す。女子トイレ汚物洗い場にて、本人用のたらいを使用し洗濯を行う。御家族へ上記の事を連絡し、着替えの依頼をする。

（入浴）　発熱がない場合は、一番最後に入浴して頂く。その日のうちに浴槽のハイター浸けを行い、洗い場もハイターを使用し清掃する。

（排泄）　様式トイレのみを使用し、本人へ説明し、了承を得てから使用後はトイレクリーナーで消毒を行う事を検討中。

（発注）　ハイター、手袋・マスク・ガウン（ディスポ用）、レディースポリ袋

（服薬・処置）　スタッフが来室し、自室にて行う。

（ガウンテクニック）　ガウンは１日ごとに交換し、準夜帯でハイター浸けを行う。深夜帯で「ハイター済み」と袋に書き、庶務へ下ろす。マスクは一回ごとに部屋の中に設置してあるゴミ箱へ捨てる。

・駒木　学様～1/23（火）13：40他病棟スタッフより廊下の壁を叩いているとの情報があり、３階から４階へ行く階段の壁を破損（30.0～40.0ｃｍ）みられています。理由については他患者様に対して「イライラして壁に当たった。」と、イライラ感を話されています。主治医へ情報提供し、様子観察との指示が出ています。また、青山荘入所についての返事が来ない事や、御家族との連絡が取れない事に関しても不満を訴えられています。本人へはイライラする際には物や人に当たらず、スタッフに相談する様に促しています。今後も精神症状の観察（イライラ感等）や所在確認を行い、早目に主治医と情報交換を行っていきましょう。今後の対策として、カンファレンス内でも巡回を行う（15分ごと）事が挙げられています。

＜Ｄｒ川端診察報告＞

・駒木　学様～他患者様に対する幻臭が強く、精神症状不安定な為、リントン（1.5）2Ｔ　2×（朝・夕）7日分、臨時処方となっています。更に、イライラ感がある際には屯服として、リスパダール液2ｍｌ　1×/10回分（1日2回まで）本日から2/7（水）までの14日間、予測指示が出ています。また、ドライアイな為、サンコバ点眼薬1本（1日3～4回　点眼）の外用薬処方となっています。主治医との約束事として、①物を壊さない、②他者とケンカをしない、③無断離院はしない事を約束としています。階段の壁の破損についての修理代は自己負担である事も合わせて説明し、本人も了解を得ています。　　　　　　

・小坂　君子様～1/26（金）11：00～1/27（土）15：30　公的手続きの為、自宅へ外泊希望があり、許可が下りています。

・佐々木　淳様～1/27（土）14：00～1/28（日）16：00　お父様より自宅へ外泊希望があり、許可が下りています。
・大下　良悦様～感染の疑いにて安静を保ち、改善がみられるまで休ませる様にとの

・浅野　秀子様　指示があり、プログラム不参加届けを頂いています。


































